入　札　心　得
　入札参加者は、仕様書、設計図書、工事現場等を十分に理解するとともに信義誠実の原則を守り、関係法令を遵守すること。
　入札参加者は、仕様書等について、疑義があるときは、関係職員に説明を求めることができる。ただし、入札後、仕様書等の不明を理由として異議を申し立てることはできない。
１　刑法、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律を遵守し、入札の公正、公平を害する行為を行わないこと。
２　当該入札について参加者が１人の場合には、原則として入札を執行しない。ただし、当該入札の開始後１人となる場合は、この限りではない。
３　入札参加者は、入札書を入札開始時に直接提出しなければならない。ただし、郵便入札等の際は、別途指示した日時までに提出するものとする。
４　代理人による入札の場合は、委任状を提出すること。
５　一度差し出した入札書は、これを取替え又は訂正することができない。ただし、開札者及び立会人が承諾を与えたときは、この限りでない。

６　入札書に記載する金額は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望額の１１０分の１００とする。契約にあたっては、入札書に記載された金額に１００分の１０に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）をもって契約金額とする。（別に定める場合を除く。）
７　開札の結果、予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって有効な入札を行った者を落札者にする。ただし、次の各号に掲げる場合は、それぞれに記載する取扱いとする。
(1) 最低制限価格を設ける入札においては、予定価格の制限の範囲内で最低制限価格以上の価格をもって入札した者のうち最低の価格で入札した者を落札者とする。
(2) 低入札基準価格を設ける入札において、当該基準価格を下回る入札があったときは、低入札価格調査を実施し、落札又は不落札を決定する。
８　開札の結果、予定価格の制限に達した価格の入札がないときは、直ちに再入札を行うことができる。ただし、同一事項の入札は３回までとする。
９　予定価格を事前公表した入札は１回とする。
10　工事費内訳書の提出
(1) 建設工事の入札に際しては、入札書に記載される入札金額に対する工事費内訳書を提出するものとし、提出しない者は当該入札に参加できないものとする。なお、工事費内訳書には工事名を記載し記名又は署名をすること。
(2) 工事費内訳書は参考図書として提出を求めるものであり、重大かつ明白な不備があるものを除き、入札契約上の権利義務を生じさせるものではない。
11　落札となるべき同価の入札をした者が２人以上あるときは、直ちに次の措置をとる。
　(1) 当該入札をした者が立会っている場合は、その者にくじを引かせて落札者を決定する。
　(2) 当該入札をした者が立会っていない場合は、入札執行者が指名した者にくじを引かせて落札者を決定する。

　(3) くじはいかなる場合も辞退できない。

12　無効となる入札を行った者及び失格となった者は、再度の当該入札に参加できないものとする。

13　次の場合の入札は無効とする。
(1) 地方自治法施行令（以下「令」という。）第167条の４第１項又は第２項に規定する者のした入札
(2) 令第167条の５第１項又は令第167条の５の２の規定により市長が定めた資格を有しない者のした入札
(3) 所定の日時までに萩市会計規則第82条に定める入札保証金を納付しない者のした入札
(4) 郵便による入札又は電信による入札を認めない場合の郵便による入札又は電信による入札
(5) 入札に関する条件に違反した入札
(6) 入札書記載の価格、氏名その他の事項が確認できない入札
(7) 入札書記載の価格を加除訂正した入札及び記名押印のない入札
(8) 入札書記載の価格、氏名その他の事項を容易に修正できる筆記用具（鉛筆・消せるボールペン等）により記載した入札
(9) 同一の入札者又はその代理人が、同一事項に２通以上を提出した入札
(10) 同一人が二人以上の入札者の代理人としてした入札
(11) 委任状を提出しない代理人がした入札
(12) 談合その他不正の行為があったと認められる入札
(13) 郵便入札による場合で、一般書留郵便若しくは簡易書留郵便又は持参以外の方法で入札書を提出した入札
(14) 郵便入札による場合で、入札書が封緘された封筒に工事名（業務名又は物品名）、入札日及び入札者名が記載されていない入札
(15) その他、入札執行者において無効と認めた場合
14　次の場合は失格とする。
(1) 入札書の提出又は辞退の届け出がない場合
(2) 再入札において直前の入札の最低価格以上の価格で入札した場合
(3) 予定価格及び入札書比較価格を事前公表した入札において、公表した入札書比較価格を超える価格で入札した場合
(4) 最低制限価格を設定する入札において、最低制限価格未満の価格で入札した場合　
15　入札参加者が連合し、不穏な行動をなす等、適正な入札ができないと認められる場合は、入札を延期し、又は中止することがある。
16　契約保証金を求められた場合、落札者は、契約書の案の提出と同時に、契約金額の１００分の１０以上の契約保証金又は契約保証金に代わる担保を納付し、又は提供しなければならない。ただし、契約保証金の全部又は一部を免除された場合はこの限りでない。
17　入札に参加を希望しない場合には、入札執行の完了に至るまでは、いかなる場合でも辞退することができる。
(1) 入札辞退は、原則として文書により届け出ること。
　(2) 入札辞退は、以後の指名等に不利益を与えるものではない。
18　落札決定後に契約を締結しないとき（決定後の辞退を含む。）は、本市が実施する指名競争入札における指名停止の対象となる場合がある。
19　落札決定後、契約締結までの間に落札した者が入札参加の資格制限、又は指名停止を受けた場合は、契約を締結しない。
20　物品調達等において入札物品の確認を求められた際は、事前に関係課から文書による了承をえること。

21　入札の参加に要する費用は、入札参加者の負担とする。また、入札の延期及び取り消しに関して入札参加者から異議の申し立てがあっても市はその補償の責めを負わない。
お願い
①　入札中は、私語は謹んでください。
②　入札会場に入られるときは、携帯電話等の電源を切ってください。
③　入札会場への入室は、１者当たり２名までとしてください。
④　他の入札参加者にご迷惑がかかりますので時間を厳守してください。

⑤　入札中は、入札執行者が特に認めた場合を除くほか、入札会場の出入りを禁止としますのでご注意ください。
⑥　指名及び入札通知書の内容を再度確認してください。
⑦　天候・交通事情等で入札時間に遅れる場合は､あらかじめ御連絡ください。
　以上の内容に対する問合せ先
萩市役所契約監理課（萩市役所第２庁舎２階）
萩市大字江向５１０番地（〒７５８－８５５５）
電話　代表（０８３８）２５－３１３１（内線４１５）
　　　直通（０８３８）２５－３３１７

